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The Relationship between Nutrition Knowledge and Dietary and Lifestyle 
Habits in Senior High School Students in Akita Prefecture
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It is generally recognized that nutrition knowledge (NK) weakly influences healthy dietary habits, such as 
fruit and vegetable ingestion, although research in this area is scant in Japan. The purpose of this study is to 
develop an NK questionnaire for high school students in Japan and to investigate the relationship between NK 
and dietary habits, body mass index (BMI), and daily habits such as TV and exercise.

The participants were ₂₀₂ (₉₉ male and ₁₀₃ female) high school students in Akita Prefecture. The first ₅₄ 
participants were retested to examine the reliability and validity of the questionnaire at a two-week interval. 
NK was assessed via ₂₀ questions with four choices each, with one point given for correct responses and zero 
points for incorrect responses. The correlation coefficient between the first and second NK score was ₀.₇₅₀, 
and Cronbach＇s alpha was ₀.₅₂₉ and ₀.₄₁₉, respectively.

The average NK scores were ₁₁.₃ ∓ ₂.₇ points for males and ₁₁.₈ ∓ ₂.₉ points for females, which was not 
statistically significant. Food frequency, BMI, and lifestyle habits were compared among four groups classified 
according to the NK score. There was a significant difference in the frequency of consuming milk/milk prod-
ucts (χ₂ = ₂₁.₄₀, p < ₀.₀₁), but statistical differences were not observed for other foods, including fruits/veg-
etables, BMI, and lifestyle habits. Our results and those of previous studies conducted in Japan suggest that 
the relationship between NK and healthy dietary habits may be difficult to demonstrate in the Japanese popu-
lation.
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1．緒　言

　食の選択には，様々な要因が関与する．地理的・経済
的な理由での手に入れやすさ，文化的・家族的な背景，
個人の生理的要求と嗜好とともに，健康への関心も要因
の一つである₁）．欧米では古くから，食の知識が，実際
の食生活や健康に与える影響についての研究がなされて
きた₂）₃）．半世紀前のこれらの研究では，食の習慣は様々
な要因によって影響を受けるので，食の知識が必ずしも

実生活に取り入れられているとはいえず，その効果も限
られていると論じている．一方で，食の知識が多いほど，
野菜・果物の摂取が増加し，スナックとソフトドリンク
の摂取が減少し，さらに BMI（body mass index）が低
くなるというはっきりとした関連を示した報告₄）₅）もあ
る．今日では，食の知識は，実際の食生活に，弱いなが
らも良い影響をあたえるというのが通説である₆）．社会
認知理論によると，特定の行動には，その行動とは何で
あるか知り，行動に移す技術が必要とされる₇）．食に関
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しては，正確な知識を得て，実際の行動に移すことであ
ろう．知識がありながら，実際の行動に移すことが難し
いことは，食だけでなく，喫煙などでもみられる現象で
ある₈）．
　食の習慣は，青少年期までに身に付き，成人してから
も継続することが多いので，正しい知識をつけることは，
肥満や糖尿病などの生活習慣病の予防につながるとされ
る₉）．それゆえ，児童・生徒を対象とした食に関する教
育は重要である．本邦では，₂₀₀₅年に食育基本法が施行
され，学校や地域社会で様々な食育活動がなされている．
しかし，食の知識と実際の食生活あるいは健康状態との
関連についての研究は非常に少ないのが現状である．
　そこで，本研究では，全国平均よりも肥満率が高い秋
田県の高校生₁₀）を対象に，海外で普及している質問紙を
改良して調査を行い，今後に発展させることを目的とし
た．

2．方　法

（1）対象者および調査時期
　調査対象は，秋田県内にある農業高等学校の ₁年生か
ら ₃ 年生までの計 ₇ クラスから希望者を募った．₂₁₅名
中，回答を得られた男子₉₉名，女子₁₀₄名の計₂₀₃名であ
る．回答時間は₁₅分以内である．そのうち女子 ₁名に二
重回答がみられたので，データから外した．これらの調
査は，₂₀₁₇年 ₄ 月から ₉ 月に，ホームルーム時間中に
行った．事前に，対象者と保護者に説明文を配布し，イ
ンフォームドコンセントを得た．さらに，日本家政学会
誌投稿論文の倫理的観点に基づく審査を受け，了承され
た．

（2）質問紙
　質問紙は記名式である．信頼性と妥当性を検討するた
めに，はじめの₅₄名には， ₂週間の期間をおき，同一の
調査を ₂度行った．身長と体重は， ₄月末に実施した健
康診断の結果を使用した．
　質問紙は，食物摂取頻度，食習慣，生活習慣，食の知
識から構成される．食物摂取頻度は，最近 ₁ か月の米
（ごはんを含む．以下，米），パン（菓子パンを含む．以
下，パン），めん類，野菜・果物，肉類，牛乳・ヨーグル
ト，チョコレート・スナック，ソフトドリンク，ファス
トフードについて，「ほとんど摂取しない」から「 ₁日 ₃
回」の ₈段階で評価した．生活習慣は，朝食をとる習慣，
₁日当たりのテレビあるいはパソコン・スマートフォン
に費やす時間，運動の習慣について ₅段階で評価した．
　食の知識に関する項目は，Turconiら₁₁）の質問紙の₂₁
項目（セクション Hの栄養に関する知識₁₁項目，セク
ション Iの食の安全に関する知識）のうち₁₃項目を改変

して使用した．ほかは筆者が設定した ₇項目を加えた計
₂₀項目である．Turconiら₁₁）の質問紙には，日本ではな
じみのうすい focaccia（イタリアのパンの一種），dover 

sole（ヒラメの一種）などの食物が含まれ，これらの使
用は避けた．また，難問と予想される設問，例えば，
food intoxicationの定義（正答：化学物質による食中毒），
その症状と原因などは使用しなかった．各設問につき選
択肢は ₄つで，正答に ₁点，誤答には減点せず，合計₂₀
点満点とした（表 ₁）．

（3）データ解析
　 ₈段階に分類した食物摂取頻度と ₅段階に分類した生
活習慣の頻度について， ₁回目と ₂回目の相関係数を求
めた．食の知識に関しては，質問の再現性と信頼性を検
討するため， ₁回目と ₂回目の合計得点の相関係数とク
ロンバックの α係数を，くわえて，各設問の正答率を計
算した．
　男女間の食の知識に関するスコアの平均値は，対応の
ない t検定を用いて比較した． ₈段階で区分した食物摂
取頻度と ₅段階で区分した生活習慣の頻度を， ₂段階に
再区分し，フィッシャーの正確確率検定を用い，男女間
の差を検定した．
　食に関する知識による，食物摂取頻度と生活習慣の有
意差は，一つのグループの人数ができるだけ均等になる
ように，「低，中程度 ₁，中程度 ₂，高」の ₄つのグルー
プに分け，BMIは一元配置分散分析で，頻度はカイ ₂乗
検定を用いて比較した．
　食物摂取頻度は，度数ができるだけ不均衡にならない
ように，すべて ₃段階に区分した．また，生活習慣に関
する項目の，朝食をとる習慣は ₅段階，テレビ，パソコ
ン・スマートフォンに費やす時間は ₂時間を基準に ₂段
階，運動の頻度は ₃段階に分類した．
　これらの解析は，Microsoft Excel ₂₀₁₆とアドインソフ
ト Statcle₄（柳井久江著，OMS）で行った． ₅％未満の
危険率を統計的な有意水準とした．

3．結　果

（1）質問紙の回答率，再現性と信頼性
　最終的な参加人数は₂₀₂名，回答率は₉₄.₀％であった．
₁ 回目と ₂ 回目の相関係数が高かった食品は，牛乳・
ヨーグルト₀.₈₄₉，パン₀.₈₁₃，チョコレート・スナック
₀.₇₆₉，米₀.₇₆₆，ソフトドリンク₀.₇₄₆であった．相関係
数が比較的に低かった食品は，肉類₀.₄₄₀，ファストフー
ド₀.₄₉₄，野菜・果物₀.₅₄₅であった．生活習慣に関して
は，運動の習慣₀.₉₁₃，朝食をとる習慣₀.₉₀₀，パソコ
ン・スマートフォン₀.₈₂₇，テレビ₀.₈₂₂といずれも高い
相関係数が得られた． ₁回目と ₂回目の合計得点の相関
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係数は₀.₇₅₀であった．以上の相関係数を表 ₂に示した．
食の知識に関するクロンバックの α係数は， ₁ 回目が
₀.₅₂₉， ₂ 回目が₀.₄₁₉であった．

（2）食物摂取頻度と生活習慣
1）男女間の比較
　再テストを行った場合は， ₁回目の調査結果を採用し
た．男女間の食物摂取頻度，生活習慣の頻度，食の知識
のスコアの比較を表 ₃に示した．

　米（p＝₀.₀₀₂），ソフトドリンク（p＜₀.₀₀₁），ファス
トフード（p＜₀.₀₀₁）では，男子の摂取頻度が顕著に高
かった．また，めん類（p＝₀.₀₃₆）も，男子が有意に高
かった．パン，野菜・果物，肉類，牛乳・ヨーグルト，
チョコレート・スナックには，有意差がみられなかった．
　朝食をとる習慣，テレビ，パソコン・スマートフォン
に費やす時間に有意差はみられなかった．一方で，運動
の習慣には，顕著な有意差がみられた（p＜₀.₀₀₁）．
　食の知識のスコアの平均値は，男子が₁₁.₃±₂.₇（標準

表 1 　食の知識に関する設問と正答率

設問 回答選択肢 正答 正答率
（％）

 ₁．炭水化物を多く含む食品はどれですか． ₁. パン　　　　₂. 肉　　　　　₃. バター　　　₄. チーズ ₁ ₈₆.₁

 ₂．食物繊維を多く含む食品はどれですか． ₁. 食パン　　　₂. マメ類　　　₃. 肉類　　　　₄. 魚介類 ₂ ₇₄.₈

 ₃．もっともエネルギー（カロリー）が高い
食品はどれですか．

₁. 食パン　　　₂. じゃがいも　₃. みかん　　　₄. ショートケーキ ₄ ₈₇.₆

 ₄．健康な成人が必要な ₁日当たり必要なカ
ロリーは どれくらいですか．

₁. ₁,₀₀₀ kcal　 ₂. ₂,₀₀₀ kcal　  ₃. ₃,₀₀₀ kcal　 ₄. ₄,₀₀₀ kcal ₂ ₅₀.₅

 ₅．もっともエネルギーが高い栄養素はどれ
ですか．

₁. たんぱく質　₂. 脂肪　　　　₃. 炭水化物　　₄. アルコール ₂ ₄₃.₁

 ₆．栄養素を最も吸収する器官はどれですか．₁. 口　　　　　₂. 胃　　　　　₃. 小腸　　　　₄. 大腸 ₃ ₄₃.₁

 ₇．もっとも良質のたんぱく質を含む食品は
どれですか．

₁. たまご　　　₂. 肉　　　　　₃. マメ　　　　₄. 米 ₁ ₄₂.₆

 ₈．たんぱく質について，誤った記述はどれ
ですか．

₁. 細胞と筋肉を作る　　₂. 熱と酸に強い　　₃. 酵素を構成する
₄. アミノ酸に分解される

₂ ₃₄.₇

 ₉．窒素を含む栄養素はどれですか． ₁.たんぱく質　　₂. 炭水化物　　₃. 脂肪　　₄. ミネラル ₁ ₁₅.₃

₁₀．でんぷんを分解する酵素はどれですか． ₁. セルラーゼ　　₂. プロテアーゼ　　₃. リパーゼ　　₄. アミラーゼ ₄ ₈₈.₆

₁₁．ビタミンとミネラルのはたらきはどれで
すか．

₁. エネルギーになる　　₂. 化学反応を促進する　　
₃. 細胞と筋肉を作る　　₄. ダイエット作用がある

₂ ₄₃.₆

₁₂．魚の油に含まれる健康成分はどれですか．₁. ビタミン C　　₂. 食物繊維　　₃. ω-₃ 脂肪酸　　₄. カルシウム ₃ ₂₈.₇

₁₃．トランス脂肪酸について誤った記述はど
れですか．

₁. LDLコレステロールを増加させる　　₂. 天然の食品に多く含まれる
₃. マーガリンに含まれる　　₄. アメリカでは食品表示が義務

₂ ₃₅.₆

₁₄．望ましい食事はどれですか． ₁. たんぱく質を多く含む　　₂. 脂肪を多く含む　　₃. 糖質を含まない
₄. すべての栄養素が適度に含まれる

₄ ₈₆.₆

₁₅．細菌の生育に適する温度はどれですか． ₁. －₅℃以下　　₂. ₀–₄℃　　₃. ₄–₆₀℃　　₄. ₆₀℃　以上 ₃ ₇₀.₈

₁₆．食品を冷蔵庫に保存することによって，
細菌の増殖はどうなりますか．

₁. ほとんど死滅する　　₂. 増殖を完全に抑える　　
₃. 増殖がゆるやかになる　　₄. 室温よりも増殖しやすくなる

₃ ₇₀.₈

₁₇．遺伝子組み換え食品とはどれが適当です
か．

₁. 外国産の食品　　₂. 他の生物の遺伝子が含まれる食品　　
₃. 毒物が含まれない食品　　₄. 病原体がついていない食品

₂ ₇₂.₃

₁₈．有機栽培とはどれが適当ですか． ₁. グリーンハウスで栽培された作物　　₂. 化学肥料を用いずに栽培
した作物　　₃. 国内産の作物　　₄. 病原体がついていない作物

₂ ₅₆.₉

₁₉．サルモネラ菌の感染経路はどれが適当で
すか．

₁. 食品に咳をする　　₂. 手を洗わないで食品にふれる　　
₃. 食品にくしゃみをする　　₄. 調理中にタバコを吸う

₂ ₆₇.₃

₂₀．汚染された食品が原因になる病原体はど
れですか．

₁. A型肝炎　　₂. HIV（エイズ）　　₃. 肺炎　　₄. インフルエンザ ₁ ₅₄.₀

設問₆–₁₀，₁₂以外は，Turconi（₂₀₀₃）を改変した．
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偏差）点，女子が₁₁.₈±₂.₉点であり，有意差はみられな
かった．
2）食の知識のスコアによる比較
　表 ₁に各設問，正答，正答率を示した．正答率が₈₀％
をこえたのは，問 ₁「炭水化物を多く含む食品はどれで
すか．（正答：パン）」，問 ₃「もっともエネルギー（カロ
リー）が高い食品はどれですか．（正答：ショートケー
キ）」，問₁₀「でんぷんを分解する酵素はどれですか．（正
答：アミラーゼ）」，問₁₄「望ましい食事はどれですか．
（正答：すべての栄養素が適度に含まれる）」であった．
逆に，正答率が₄₀％を下回ったのは，問 ₈「たんぱく質
について，誤った記述はどれですか．（正答：熱と酸に強
い）」，問 ₉「窒素を含む栄養素はどれですか．（正答：た
んぱく質）」，問₁₂「魚の油に含まれる健康成分はどれで
すか．（正答：ω-₃脂肪酸）」，問₁₃「トランス脂肪酸につ

いて誤った記述はどれですか．（正答：天然の食事に多く
含まれる）」であった．
　食に関する知識について， ₉点以下を低（男₂₀名，女
₂₄名，計₄₄名），₁₀-₁₁点を中程度 ₁（男₂₉名，女₃₀名，
計₅₉名），₁₂-₁₃点を中程度 ₂（男₂₂名，女₂₅名，計₄₇
名），₁₄点以上を高（男₂₄名，女₂₈名，計₅₂名）の ₄つの
グループに分類し，食物摂取頻度（表 ₄），BMIと生活
習慣（表 ₅）を示した．
　食物摂取頻度では，牛乳・ヨーグルトは，グループ間
に有意差がみられた（χ₂＝₂₁.₄₀, p＜₀.₀₁）．それ以外の
項目では，グループ間の有意差はみられなかった．な
お，表 ₄ には記載しなかったが，パン（χ₂＝₅.₅₀, p＝
₀.₄₈₁），めん類（χ₂＝₃.₀₆, p＝₀.₄₈₁），肉類（χ₂＝₃.₀₇, 
p＝₀.₇₉₉）であり，グループ間の有意差はみられなかっ
た．

表 2 　再テスト法による相関係数（n＝54）

食物の摂取頻度 相関係数 生活習慣 相関係数
米 ₀.₇₆₆ 朝食をとる習慣 ₀.₉₀₀
パン ₀.₈₁₃ 消費時間（一日当たり）
めん類 ₀.₇₄₄ 　テレビ ₀.₈₂₂
野菜・果物 ₀.₅₄₅ 　パソコン・スマートフォン ₀.₈₂₇
肉類 ₀.₄₄₀ 運動の習慣 ₀.₉₁₃
牛乳・ヨーグルト ₀.₈₄₉ 食の知識のスコア ₀.₇₅₀
チョコレート・スナック ₀.₇₆₉
ソフトドリンク ₀.₇₄₆
ファストフード ₀.₄₉₄

表 3 　男女間の食物の摂取頻度，生活習慣，食の知識のスコアの比較

食物 摂取頻度 男（n＝₉₉） 女（n＝₁₀₃） p

米 ₁日 ₃回 ₇₃（₇₃.₇％） ₅₄（₅₂.₄％） ₀.₀₀₂
パン 週 ₄回以上 ₃₃（₃₃.₃％） ₂₉（₂₈.₁％） ₀.₄₄₅
めん類 週 ₄回以上 ₂₂（₂₂.₂％） ₁₁（₁₀.₇％） ₀.₀₃₆
野菜・果物 ₁日 ₁回以上 ₅₈（₅₈.₆％） ₅₁（₄₉.₅％） ₀.₂₁₀
肉類 ₁日 ₁回以上 ₆₃（₆₃.₆％） ₇₄（₇₁.₈％） ₀.₂₃₁
牛乳・ヨーグルト ₁日 ₁回以上 ₄₄（₄₄.₄％） ₃₁（₃₀.₁％） ₀.₄₁₇
チョコレート・スナック ₁日 ₁回以上 ₂₃（₂₃.₂％） ₁₄（₁₃.₆％） ₀.₁₀₁
ソフトドリンク ₁日 ₁回以上 ₆₃（₆₃.₆％） ₃₄（₃₄.₃％） ＜₀.₀₀₁
ファストフード 週 ₁回以上 ₁₇（₁₇.₁％）  ₃（₂.₉％） ＜₀.₀₀₁
生活習慣 頻度
朝食をとる習慣 毎日 ₈₁（₈₁.₈％） ₇₅（₇₂.₈％） ₀.₁₃₅
テレビ ₁日 ₂時間以上 ₃₃（₃₃.₃％） ₄₅（₄₃.₇％） ₀.₁₄₉
パソコン・スマートフォン ₁日 ₂時間以上 ₇₈（₇₈.₈％） ₈₄（₈₁.₆％） ₀.₇₂₄
運動の習慣 週 ₄回以上 ₇₁（₇₁.₇％） ₂₅（₂₄.₃％） ＜₀.₀₀₁
食の知識のスコア ₁₁.₃±₂.₇ ₁₁.₈±₂.₉ ₀.₂₉₁

食の知識のスコアは₂₀点満点で，平均値±標準偏差であらわした．
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表 4 　食の知識のスコアによって分類した食物摂取頻度

低 中程度 ₁ 中程度 ₂ 高 χ₂ p
人数 ₄₄（男 ₂₄　女₂₀） ₅₉（男₂₉　女₃₀） ₄₇（男₂₂　女₂₅） ₅₂（男₂₄　女₂₈）
米

₁日 ₁回以下  ₆（₁₃.₆％）  ₈（₁₃.₆％）  ₄（₈.₅％）  ₂（₃.₈％）
₁日 ₂回 ₁₂（₂₇.₃％） ₁₃（₂₂.₀％） ₁₀（₂₁.₃％） ₁₀（₁₉.₂％）
₁日 ₃回 ₂₆（₅₉.₁％） ₃₈（₆₄.₄％） ₃₃（₇₀.₂％） ₄₀（₇₆.₉％） ₅.₄₄ ₀.₄₈₉

野菜・果物
週 ₁回以下  ₇（₁₅.₉％）  ₉（₁₅.₃％）  ₈（₁₇.₀％）  ₇（₁₃.₅％）
週₂–₆回 ₁₁（₂₅.₀％） ₂₁（₃₅.₇％） ₁₅（₃₁.₉％） ₁₅（₂₈.₈％）

₁日 ₁回以上 ₂₆（₅₉.₁％） ₂₉（₄₉.₂％） ₂₄（₅₁.₁％） ₃₀（₅₇.₇％） ₁.₉₀ ₀.₉₂₉
牛乳・ヨーグルト

週 ₁回以下  ₆（₁₃.₆％） ₁₉（₃₂.₂％）  ₉（₁₉.₁％）  ₁（₁.₉％）
週₂–₆回 ₁₈（₄₀.₉％） ₂₁（₃₅.₆％） ₂₀（₄₂.₆％） ₁₉（₃₆.₅％）

₁日 ₁回以上 ₂₀（₄₅.₅％） ₁₉（₃₂.₂％） ₁₈（₃₈.₃％） ₃₂（₆₁.₅％） ₂₁.₄ ＜₀.₀₁
チョコレート・スナック

週 ₁回以下  ₉（₂₀.₅％） ₁₃（₂₂.₀％）  ₆（₁₂.₈％）  ₆（₁₁.₅％）
週₂–₆回 ₂₆（₅₉.₁％） ₃₄（₅₇.₆％） ₃₄（₇₂.₃％） ₃₇（₇₁.₂％）

₁日 ₁回以上  ₉（₂₀.₅％） ₁₂（₂₀.₃％）  ₇（₁₄.₉％）  ₉（₁₇.₃％） ₄.₆₀ ₀.₅₉₄
ソフトドリンク

週 ₁回以下 ₁₀（₂₂.₇％） ₁₂（₂₀.₃％）  ₈（₁₇.₀％） ₁₀（₁₉.₂％）
週₂–₆回  ₉（₂₀.₅％） ₂₂（₃₇.₃％） ₁₈（₃₈.₃％） ₁₆（₃₀.₈％）

₁日 ₁回以上 ₂₅（₅₆.₈％） ₂₅（₄₂.₄％） ₂₁（₄₄.₇％） ₂₆（₅₀.₀％） ₄.₅₈ ₀.₅₉₈
ファストフード

月₂–₃回以下 ₃₇（₈₄.₀％） ₅₄（₉₁.₅％） ₄₂（₈₉.₃％） ₄₉（₉₄.₂％）
週 ₁回  ₅（₁₁.₄％）  ₃（₅.₁％）  ₅（₁₀.₆％）  ₁（₁.₉％）

週₂–₃回以上  ₂（₄.₅％）  ₂（₃.₄％）  ₀（ ₀ ％）  ₂（₃.₈％） ₆.₅₈ ₀.₃₆₂

低： ₉点以下，中程度 ₁：₁₀–₁₁点，中程度 ₂：₁₂–₁₃点，高₁₄点以上

表 5 　食の知識のスコアによって分類した BMI と生活習慣

低（n＝₄₄） 中程度 ₁（n＝₅₉） 中程度 ₂（n＝₄₇） 高（n＝₅₂） F or χ₂ p

BMI, kg/m₂ ₂₂.₇±₄.₂ ₂₁.₇±₃.₆ ₂₂.₅±₄.₆ ₂₂.₈±₅.₄ ₀.₆₆₃ ₀.₅₇₅
朝食をとる習慣

なし  ₄（₉.₁％）  ₄（₆.₈％）  ₁（₂.₁％）  ₃（₅.₈％）
週₁–₂回  ₃（₆.₈％）  ₃（₅.₁％）  ₁（₂.₁％）  ₀（₀％）
週₃–₄回  ₂（₄.₅％）  ₃（₅.₁％）  ₂（₄.₃％）  ₂（₃.₈％）
週₅–₆回  ₃（₆.₈％）  ₄（₆.₈％）  ₆（₁₂.₈％）  ₄（₇.₇％）
毎日 ₃₂（₇₂.₇％） ₄₅（₇₆.₃％） ₃₇（₇₈.₇％） ₄₃（₈₂.₇％） ₀.₇₇₂ ₀.₈₀₇

テレビ
₁日 ₂時間未満 ₃₀（₆₈.₂％） ₄₀（₆₇.₈％） ₂₄（₅₁.₁％） ₂₉（₅₅.₈％）
₁日 ₂時間以上 ₁₄（₃₁.₈％） ₁₉（₃₂.₂％） ₂₃（₄₈.₉％） ₂₃（₄₄.₂％） ₄.₆₄₂ ₀.₁₉₉

パソコン・スマートフォン
₁日 ₂時間未満 ₁₁（₂₅.₀％） ₁₀（₁₆.₉％）  ₇（₁₄.₉％） ₁₁（₂₁.₂％）
₁日 ₂時間以上 ₃₃（₇₅.₀％） ₄₉（₈₃.₁％） ₄₀（₈₅.₁％） ₄₁（₇₈.₈％） ₁.₈₂₇ ₀.₆₀₉

運動の習慣
週 ₁回以下 ₁₄（₃₁.₈％） ₁₉（₃₂.₂％） ₁₉（₄₀.₄％） ₂₃（₄₄.₂％）
週₂–₃回  ₆（₁₃.₆％） ₁₂（₂₀.₃％）  ₆（₁₂.₈％）  ₆（₁₁.₅％）

週 ₄回以上 ₂₄（₅₄.₅％） ₂₈（₄₇.₅％） ₂₂（₄₆.₈％） ₂₃（₄₄.₂％） ₃.₈₈₉ ₀.₆₉₁
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　BMIが ₂₅.₀ kg/m₂以上の肥満者は，男₂₀（₂₀.₂％）
名，女₁₈（₁₇.₄％）名であった．BMIは食の知識のスコ
アが低いグループから順に ₂₂.₇±₄.₂ kg/m₂，₂₁.₇±₃.₆ 
kg/m₂，₂₂.₅±₄.₆ kg/m₂，₂₂.₈±₅.₄ kg/m₂ であり，有
意差はみられなかった．また，生活習慣のすべての項目
に有意差はみられなかった．

4．考　察

　前述のとおり，本邦においては，この種の研究は少な
い．Asakuraら₁₂）は，沖縄県の小学生児童とその保護
者を対象とした食の知識と食品摂取の関連を報告してい
る．食の知識と明確な関係がみられたのは，児童での野
菜の摂取量のみであった．₁-₃年の保護者では食の知識と
野菜の摂取との傾向はみられたが，₄-₆年の保護者では
みられなかった．それ以外の食品については，知識と摂
取量の関連はみられなかったか，はっきりしなかった．
Nagahataら₁₃）は，NIPPON DATA₂₀₁₀を解析し，₆₅歳以
下の成人男女では，食の知識と関連があると思われる教
育歴（中卒，高卒，大卒）と野菜・果物との関連を見出
せなかったことを報告している．われわれの結果では，
知識のスコアとの関連がみられたのは，牛乳・ヨーグル
トの摂取のみで，他の食品，BMI，生活習慣にはみられ
なかった．知識のスコアが高い生徒は，牛乳やヨーグル
トで，たんぱく質やカルシウムの摂取を心がけている傾
向があると思われる．
　本研究でも確認できたが，男子が女子よりも米，めん
類，ソフトドリンク，ファストフードの摂取頻度が高
かった．理由として，女子には，痩せ願望がつよく，太
りやすいとされる炭水化物を避ける傾向があるからとさ
れる₁₂）₁₅）₁₆）．なお，本調査地域は，秋田県の米どころで
あり，全体の₆₇.₈％が三食とも米を摂取していた．NHK

が₂₀₁₆年に実施した「食生活に関する世論調査」₁₇）では
三食とも米を摂取する割合は₂₀％であり，本調査の結果
は男女とも ₃倍以上も高い．この結果は，対象者が，農
業高等学校の生徒であることも，影響しているかもしれ
ない．ほか，朝食をとらない（欠食）習慣がある生徒は
全体の₂₁.₂％， ₂時間以上パソコン・スマートフォンに
費やす割合が₈₀.₇％と，政府が行った全国調査₁₈）₁₉）と同
程度であった．
　本研究では，知識のスコアの再現性は良好な関係（r＝
₀.₇₅₀）が得られた．しかしながら，クロンバックの α係
数は，適正値の₀.₇₀以上₁₄）を得られなかった．Turconi

ら₁₁）の報告でも，食に関する知識と食の安全に関する知
識の再現性は両方とも₀.₈₀，クロンバックの α係数はそ
れぞれ₀.₅₅と₀.₅₆であった．クロンバックの α係数は，
設問の合計点の分散が大きいほど ₁に近づきやすいため，
適正値の₀.₇₀をこえるには，設問数を増やすなど工夫が

必要だろう．
　各設問の正答率から判断すると，家庭科や理科などで，
小中学校で学習したと思われる設問の正答率が₈₀％以上
と高い．問 ₁と ₂の炭水化物や食物繊維が多く含まれる
食品，問 ₃のエネルギー（カロリー）が高い食品，問₁₀
のアミラーゼによるでんぷんの分解，問₁₄の望ましい食
事などである．ほか，食の安全に関する問₁₅の細菌の生
育に適する温度，問₁₆の冷蔵庫の役割，問₁₇の遺伝子組
み換え食品は，正答率が₇₀％以上であった．日常生活に
かかわることや，小学校での学習内容の理解度は良好の
ようである．一方で，栄養素の性質と消化・吸収（問 ₅，
₆， ₇， ₈，₁₁，₁₂，₁₃）の正答率が₄₀％台以下であっ
たことは，予想外であった．とくに，正答率が低かった
のは，問 ₉ の窒素を含む栄養素（正答：たんぱく質，
₁₅.₃％）であった．たんぱく質とアミノ酸の化学構造は，
高等学校の「化学基礎」には含まれず，「生物基礎」では
発展項目に含まれることが多く，正式には「化学」「生
物」の学習内容である．このため，後者を履修しない生
徒は，学習する機会が乏しく，正答率が低かったと思わ
れる．
　本研究には，いくつかの限界がある．第一に，横断研
究の性質上，因果関係までは，説明できない．第二に，
₁校の ₇クラスから希望者を募った₂₀₂名の生徒を対象と
しており，規模が小さく，一般化するには，より規模の
大きいランダム化されたデータが必要である．第三に，
今後，質問内容を含め，より信頼性がある質問紙を作成
する必要がある．
　本研究で得られた結果は，上述した限界があるが，こ
れまでの報告と合わせて考えると，本邦における食の知
識と実際の食生活や肥満などの関連は，欧米で得られた
データよりも，小さいと予想される．今後さらに，対象
者数と地域を増やし，検証する必要がある．
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秋田県在住の高校生を対象とした食に関する
知識と食生活と生活習慣との関連
三井　隆弘₁*，斎藤ひとみ₁，福士　　恵₁， 
小松　国子₂，佐々木信子₃，阿久津洋巳₄

　食に関する知識は，弱いながらも，野菜の摂取を増加させるなど，食生活に良好な影響を与えると認識さ
れているが，本邦においては，関連する研究は非常に少ない．本研究の目的は，日本の高校生向けの食の知
識に関する質問紙を作成し，食の知識のスコア（以下，スコア）と食物摂取頻度，body mass index（BMI），
テレビや運動など生活習慣との関連を調べることである．
　対象者は，秋田県在住の高校生₂₀₂名（男₉₉名，女₁₀₃名）であり，最初の₅₄人には質問紙の再現性と信頼
性を確認するために，₂週間の間隔をおき，再テストを行った．食に関する知識は四択式の₂₀題で，₁問 ₁
点とした．
　合計得点の ₁回目と ₂回目の相関係数は₀.₇₅₀，クロンバックの α係数は，₁回目が₀.₅₂₉， ₂回目が₀.₄₁₉
であった．男女のスコアの平均値はそれぞれ₁₁.₃±₂.₇点（標準偏差）と₁₁.₈±₂.₉点で，有意差はみられな
かった．スコア別に ₄つのグループに分け，食物摂取頻度，BMI，生活習慣を比較したところ牛乳・ヨーグ
ルトにグループ間の有意差はみられた（χ₂＝₂₁.₄₀, p＜₀.₀₁）ものの，野菜ほかの食物，BMIとその他の生
活習慣には，スコアとの関連はみられなかった．
　本邦におけるこれまでの報告でも，食の知識や教育水準と食生活との関連がはっきりしないものがあり，
本邦においては，関連を見出すのは難しいのかもしれない．


